
高額療養費（法定給付）の自己負担限度額の引き上げについて

組合員又はその被扶養者が同一月に同一の病院などにかかり、支払った医療費の自己負担額が定められた
額（自己負担限度額）を超えると超えた額が「高額療養費」として共済組合から支給されます。
令和8年8月診療分より高額療養費の自己負担限度額等が以下のとおり変更されます。

自己負担限度額※〈 〉書きは多数該当＊1

（令和８年８月から）（令和８年７月まで）

年間上限＊３月額上限月額上限

1,680,000円
270,300円+（医療費-901,000円）×1%
〈140,100円〉

252,600円＋（医療費-842,000円)×1%
〈140,100円〉

標準報酬月額
83万円以上

ア

1,110,000円
179,100円+（医療費-597,000円）×1%
〈93,000円〉

167,400円＋（医療費-558,000円）×1%
〈93,000円〉

標準報酬月額
53万円～79万円

イ

530,000円
85,800円+（医療費-286,000円）×1%
〈44,400円〉

80,100円+（医療費-267,000円）×1%
〈44,400円〉

標準報酬月額
28万円～50万円

ウ

530,000円*6
61,500円
〈44,400円〉

57,600円
〈44,400円〉

標準報酬月額
26万円以下

エ

290,000円
36,900円
〈24,600円〉

35,400円
〈24,600円〉

低所得者 ＊2オ

自己負担限度額※〈 〉書きは多数該当＊1

（令和８年８月から）（令和８年７月まで）

年間上限＊３B
世帯単位外来＋入院

A
個人単位外来

B
世帯単位外来＋入院

A
個人単位外来

1,680,000円
270,300円+（医療費-901,000円)×1%
〈140,100円〉

252,600円+(医療費-842,000円)×1%
〈140,100円〉

現役並みⅢ
標準報酬月額
83万円以上

現
役
並
み
所
得
者

1,110,000円
179,100円+（医療費-597,000円）×1%
〈93,000円〉

167,400円+（医療費-558,000円)×1%
〈93,000円〉

現役並みⅡ
標準報酬月額
53万円以上
83万円未満

530,000円
85,800円+（医療費-286,000円）×1%
〈44,400円〉

80,100円+（医療費-267,000円）×1%
〈44,400円〉

現役並みⅠ
標準報酬月額
28万円以上
53万円未満

530,000円*6
61,500円
〈44,400円〉

22,000円
（年間＊３ 216,000円限度）

57,600円
〈44,400円〉

18,000円
(年間＊３ 144,000円限度）

一般所得者
標準報酬月額
26万円以下

290,000円
25,700円
〈24,600円〉

11,000円
（年間＊３96,000円限度）

24,600円

8,000円

低所得者Ⅱ
＊４

低
所
得
者 180,000円15,700円8,000円15,000円
低所得者Ⅰ
＊５

【70歳未満】

【高齢受給者（70歳以上７５歳未満）】

*1･･･過去1年以内に同一世帯で、高額医療費の支給が3月以上あったときの4月目以降の自己負担限度額。
*2･･･標準報酬月額が53万円未満かつ住民税非課税者（非課税証明書を提出する必要があります。）
*3･･･年間とは８月～翌年７月までとなります。
*４・・・標準報酬月額が28万円未満かつ住民税非課税者（非課税証明書を提出する必要があります。）
*５･･･世帯員全員が住民税非課税で、かつ世帯全員の各所得が必要経費・控除を差し引いたとき0円となる者。（世帯全員の証明書等を提出する必要があります。）
*６･･･標準報酬月額が15万円以下に該当することが確認できた者は、年間上限41万円を適用し、令和９年８月以降に償還払い。

高額療養費制度見直しに伴う附加給付等の⾒直しについて

変更点① 変更点②
自己負担限度額の月額上限が引き上がります 年間の上限額が新設されます



附加給付の見直しについて

文部科学省共済組合では、法定給付である高額療養費に上乗せして組合員に対しては「一部負担金払戻

金」、被扶養者に対しては「家族療養費附加金」等の附加給付を実施しているところですが、今般の法定給付

の自己負担限度額の引き上げ率に合わせて、これらの附加給付においても以下のとおり、自己負担限度額の

見直しを行うこととしましたのでお知らせします。

共済組合負担額･･･ 700,000円（A）＋207,060円（D)＋65,900円（E)＝972,960円
組合員負担額 ･･･ 27,040円

総医療費:1,000,000円

自己負担額（3割）
300,000円･･･(B)

共済組合負担額（7割）
700,000円･･･(A)

総医療費

85,800円＋(1,000,000円-286,000)×1%
高額療養費の自己負担限度額

= 92,940円･･･(C)

窓口支払額 - 自己負担限度額 高額療養費
300,000円(B) - 92,940円(C) ＝ 207,060円･･･(D)

自己負担 一部負担金
限度額 払戻金
92,940円(C) - 65,900円(E)

最終的な自己負担額
＝27,040円

高額療養費の

自己負担限度額 控除額 一部負担金払戻金
92,940円（C)－ 27,000円 ＝ 65，900円(E)

(100円未満切捨）

自己負担額３割のうち自己負担限度額を超えた分は共済組合が
「高額療養費」として負担します。

【標準報酬月額300,000円の組合員が入院で窓口負担300,000円した場合の自己負担額の例】

最終的な負担額

高額療養費の自己負担限度額のうち、附加給付の自己負担限度額である27,000円
を控除した額は共済組合が「一部負担金払戻金」として負担します。

自己負担額３割のうち、高額療養費の自己負担限度額の表に当てはめて
計算した金額が組合員の「自己負担限度額」となります。

自己負担額（B)

自己負担限度額（C)


